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「市民一人ひとりをやさしく包み込み市の未来へ突

き進む先進性・創造性を躍動感いっぱいに表現」した

もので、市の特性を生かしたまちづくりを推進する願

いが込められている。また、緑色を用いることで豊か

な自然をも表現している。 

                  （平成 14年１月 21日制定） 



西東京市市民憲章 

 

（前 文） 

二十一世紀のはじめ、西東京市は、田無市と保谷市の合併によって誕生

しました。 

わたくしたちのまち西東京市は、縄文時代の営みの跡や武蔵野の面影を

残し、江戸時代から青梅街道の宿場町として栄えた歴史のあるまちです。 

わたくしたちは、先人から受け継いだ貴重な遺産や自然の恵みに感謝し、

市民ひとりひとりがいきいきと暮らせるまちを目指して、ここに市民憲章

を定めます。 

 

（本 文） 

このまちを たがいに助けあう 優しいまちにしたい 

このまちを みどりに満ちた 美しいまちにしたい 

このまちを ゆめの広がる 楽しいまちにしたい 

このまちを こころ豊かな 学びあいのまちにしたい 

（平成 16 年１月 21 日制定） 
 
 

西東京市の木・市の花 
 
  市の木  けやき、はなみずき 
  市の花  春 つつじ  夏 ひまわり  秋 コスモス  冬 すいせん 

（平成 16 年１月 21 日指定） 
 

 
西東京市市の木･市の花のイメージキャラクター 



西東京市歌 
 

「大好きです、西東京」 

○作詞 深澤 薫  ○補作詞・作曲 小椋 佳  ○編曲 川辺 真 

 

１ 朝は 子ども大人 誰彼なく おはようの 

声が 路地を越えて 垣根を越えて 爽やか 

大好きです 西東京 わたしの街 ここでは 

わたしが わたしらしく わたしらしく 過ごせる 

素直に 心 開き 心 安らぐ この街 

 

２ 風は 木漏れ日に 季節運び 人々の 

胸の 想い伝え 夢を届ける 優しさ 

大好きです 西東京 あなたの街  ここなら 

あなたが あなたらしく  あなたらしく 暮らせる 

自然に 笑顔 浮かべ 笑顔 広がる この街 

  

３ 空は 茜色に 希望写し 夕映えの 

雲が 心待ちに 明日を描く 嬉しさ 

大好きです 西東京 みんなの街 こここそ 

誰もが 自分らしく 自分らしく 生きてる 

豊かに 命 歌い 命 輝く この街 

 

 

 

 

 
（平成 16 年１月 21 日制定） 



西東京市マスコットキャラクター「いこいーな」 
 

西東京市マスコットキャラクター「いこいーな」は、西東京市誕生 10 周年記念事業

のシンボル事業として、幅広い世代に親しまれるキャラクターという媒体を通して、

西東京市の存在やイメージを広く内外にアピールするとともに地域振興に活用してい

くために作成しました。 
 

 
 

 

 

Ⓒシンエイ／西東京市 

（平成 23 年１月 13 日制定） 

いこいの森の妖精「いこいーな」 

  「いこいーな」は、自然と生き物のふれあいを守る森の妖精で、平成 17 年の「西東

京いこいの森公園」開園から園内に住んでいます。 

 園内には、「自然・人・生き物のふれあいの場」として、武蔵野の雑木林の復元を目

指した雑木林ゾーンや原っぱゾーンがありますが、そこでみどりや生き物を育てるお

手伝いをしています。 

 また、帽子には園内にある珍しい「ハンカチの木」の花を付けています。 

 



 

非 核 ・ 平 和 都 市 宣 言              

 

 

私たちは生きている。 

おおくの人々が、それぞれの習慣や宗教をもち 

様々な考え方と、異なる環境の下で生活している 

この地球で 

 

私たちは持っている。 

この地球上で、健康で幸せな生活をする権利を 

異なる考え方の人々を差別しない義務を 

 

私たちは知っている。 

おおくの人々が、今なお戦争で傷つき命を失っていることを 

住みなれた平和な生活の場を追われて飢えていることを 

 

私たちは訴える。 

必要なのは笑顔での話し合いであることを 

必要なのは人類愛と思いやりであることを 

 

私たちは宣言する。 

あらゆる人を傷つける地雷や武器をなくすことを 

あらゆるものの破滅を招く核兵器をなくすことを 

地球上から戦争をなくすことを 

 

私たち市民のこの声と願いを 

世界に広く訴えるために 

非核・平和都市 西東京市の 

宣言とする。 

  平成 14 年１月 21 日 

              西 東 京 市 

 


